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（添付書類）
　

事 業 報 告

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当年度における我が国経済につきましては、米中貿易摩擦等の影響もあり一部に景気拡大
に陰りがみられたものの、堅調な企業業績や雇用・所得環境の改善を背景に個人消費・設備
投資は底堅く推移し、景気は緩やかな回復基調が続きました。

情報サービス産業におきましては、先端技術の普及やデジタルトランスフォーメーション
の進展等を背景に、企業の競争力強化に向けた戦略的IT投資や生産性向上・効率化を目的と
したIT投資が拡大し、受注環境は引き続き良好に推移しました。

このような状況の中、当社グループは、当年度を初年度とする3ヵ年の中期経営計画
『NSD～TO THE NEXT STAGE』を策定し、新技術への対応推進の観点から、新技術対応
力の向上や新技術領域等における新たな成長機会の追求に取り組むとともに、収益基盤強化
の観点から、引き続きシステムサービス（サービス型IT）の強化を進めております。

当年度におきましては、2018年4月に先端技術推進本部を新設し、新技術領域における
事業拡大に努めるとともに、AIベンチャー企業との資本業務提携を通じ、先端技術開発のス
ピードアップを図りました。加えて、顧客との共創を通じて、新技術を活用した実践的なサ
ービス等を創出していくため、2019年4月に株式会社ＮＳＤ先端技術研究所を新設し、
ＮＳＤグループの新技術への対応体制の一層の強化を図っております。

また、2018年7月には鴻池運輸株式会社と合弁でコウノイケITソリューションズ株式会
社を設立し、同社グループ向けのシステム企画・管理を担うなど、さらなる事業の拡大に取
り組んでまいりました。
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以上の取り組みに加え、良好な受注環境を踏まえ、一層の受注拡大を目指した結果、シス
テムソリューションサービス事業が順調に推移し、当社グループの業績は、以下のとおり前
年度比増収増益となりました。

売上高 61,944百万円（前年度比 6.7％増）
営業利益 8,654百万円（前年度比 9.3％増）
経常利益 8,756百万円（前年度比 7.8％増）
親会社株主に帰属する当期純利益 5,817百万円（前年度比 8.3％増）

セグメント別の概況
＜システムソリューションサービス事業＞
主力のシステム開発事業では、金融業からの受注が順調に推移したことに加え、サービ

ス業、運輸業、電気・ガス業等からの受注も大幅に増加したことから、売上高は前年度比
6.4％増収の48,353百万円となりました。
システムサービス事業では、人材管理システム会社の子会社化や、子会社のサービス事
業の受注増加等により、サービス型ITに係る受注が伸び、売上高は前年度比11.4％増収の
10,539百万円となりました。
システムプロダクト事業では、人材管理及びセキュリティ関連の自社製品の販売は好調
でしたが、システム開発に付随して納入する製品の販売が減少したことから、売上高は前
年度比4.0%減収の2,680百万円となりました。

　
＜不動産賃貸事業＞
不動産賃貸事業につきましては、賃貸不動産の空室率を前年同様に低位に抑えたことか

ら、売上高は前年度比ほぼ横ばいの371百万円となりました。
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（2）対処すべき課題
① より一層の品質向上と生産性向上
お客様のシステムに対する信頼性・専門性の要求が高まる中、お客様にご満足いただけ
る品質のシステムを提供していくための取り組みを行っております。
具体的には、品質サポート部による「プロジェクト管理」をより一層徹底するととも

に、当社標準プロセスの継続的な整備、改良を含めた「プロセス改善活動の徹底」などに
より、組織的な品質向上・生産性向上に取り組んでおります。

　
② 事業構造の転換
当社がこれまで培ってきたシステム開発をさらに拡充・発展させる一方、AIやIoT等の
新技術関連やヘルスケアIT、ヒューマンリソースIT等を含めた独自性の高いサービスやソ
リューションの提供を柱とする新コア事業を強化し、複数の強力な収益の柱を構築すべ
く、事業構造改革に取り組んでおります。

　
③ 新技術への対応
近時、IT技術は急速に進化しており、なかでもAIやIoT等の新技術が幅広い分野から高

い関心を集め、将来を担うビジネスとしての成長が期待されております。
当社では、従来から新技術や関連する業務知識を習得すべく対応しておりますが、先端

技術情報・ノウハウの蓄積及び研究、リソースの有効活用等を進めるため、「先端技術事
業部」と分社化した「株式会社ＮＳＤ先端技術研究所」を中心に新技術への対応を強化し
てまいります。

④ 人材育成
人材が当社の最大の財産であり、プロジェクトマネジメント力の向上をはじめとし、シ

ステムエンジニアのより高度な技術スキル・ビジネススキルの向上など、常に研修の充実
を図り優秀な人材の育成を積極的に推進しております。また、新規事業・新技術領域等で
の協業・共創案件へ積極的に適材を投入することにより自律的人材を育成してまいりま
す。
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⑤ リスクマネジメントの強化
地震などの自然災害に伴うリスク、情報セキュリティや知的財産権に関するリスク、シ

ステム開発に伴うリスク、新規事業の立ち上げに伴うリスク、グローバル展開に伴うリス
クなど、事業に関するさまざまなリスクの中から、リスク・マネジメント委員会は、当社
全体で優先的に対処すべき重要なリスクを選定し重点的にリスク管理を行っております。
また、コンプライアンスリスク、情報セキュリティリスクなどの重要なリスクにつきまし
ては、リスク・マネジメント委員会の下に設けた各委員会による機動的な活動によりコン
プライアンス、情報セキュリティの強化を図っております。
　
⑥ 働き方改革の取り組み
当社の経営の基本方針に基づき、社員に健全で働きやすい環境を提供することが結果と

して、優秀な人材の確保、社員一人ひとりの生産性向上等による経営基盤の強化に繋がる
と考え、長時間残業の低減、有給休暇取得の促進、オフピーク通勤、テレワーク、勤務間
インターバルの導入、子育て支援等を中心とした働き方改革への取り組みを進めておりま
す。
また、従業員の健康が重要な経営資源であると認識し、当社が提供するサービスのひと
つである遠隔健康支援サービス『CAReNA』(※)を従業員の健康増進に活用しておりま
す。

なお、当社は昨年に引き続き2年連続で健康経営優良法人2019（ホワイト500）に認
定されました。

　
（※）『CAReNA』とは、医療法人と連携した保健指導機能に加え、健康ポイント・イン

センティブ付与等の機能を拡充した健康アプリにより、生活習慣の改善を提案する
当社のサービスです。
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（3）財産及び損益の状況の推移
　

区 分 第 47 期
(2016年３月期)

第 48 期
(2017年３月期)

第 49 期
(2018年３月期)

第 50 期
(2019年３月期)

売 上 高（千円） 51,585,970 55,234,933 58,080,562 61,944,816

経 常 利 益（千円） 6,456,063 7,300,886 8,119,924 8,756,144

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（千円） 3,110,372 4,543,615 5,368,952 5,817,114

１株当たり当期純利益 （円） 70.98 105.81 126.76 139.31

総 資 産（千円） 48,193,141 50,910,410 54,046,484 55,878,117

純 資 産（千円） 41,561,822 43,977,810 46,013,375 47,345,798

１株当たり純資産 （円） 942.33 1,010.67 1,074.17 1,132.72

自 己 資 本 比 率 （％） 85.1 85.2 83.9 83.9

自己資本当期純利益率(ROE) （％） 7.5 10.8 12.1 12.6

１株当たり配当額 （円） 37 44 52 60

配 当 性 向 （％） 52.1 41.6 41.0 43.1

総 還 元 性 向 （％） 112.1 63.7 66.3 77.1
　

（注）「１株当たり当期純利益」及び「１株当たり純資産」は、自己株式を控除後の発行済株式の総数により算
出しております。
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（4）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
該当事項はございません。

　
② 重要な子会社の状況

　

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社NSDビジネスイノベーション 200百万円 100.0％ システムコンサルティング、プロダクトソ
リューション、クラウドサービス

株 式 会 社 ス テ ラ ス 25百万円 100.0％
ソフトウエア開発、システムインテグレー
ション、クラウドサービス、ソリューショ
ンサービス、システムコンサルティング

株 式 会 社 Ｆ Ｓ Ｋ 16百万円 82.2％
ソフトウエア開発、システムインテグレー
ション、アウトソーシングサービス、ソリ
ューションサービス

NSD International, Inc. 2,956百万円
（27.7百万＄) 100.0％ システムインテグレーション、クラウドサ

ービス、プロダクトソリューション

日本RXテクノロジー株式会社 80百万円 100.0％ システムインテグレーション、システムコ
ンサルティング、ソフトウエア開発

成都仁本新動科技有限公司 33百万円
（2百万人民元) 70.0％ ソフトウエア開発、システムインテグレー

ション、プロダクトソリューション

株式会社シェアホルダーズ・リレーションサービス 490百万円 100.0％
個人株主向けIRのコンサルティング、株主
優待ポイントサービス、株主専用コールセ
ンター

株式会社NSDリアルエステートサービス 50百万円 100.0％ 不動産賃貸・管理

（注） 連結子会社の株式会社ＮＭシステムズと株式会社ジャパンジョブポスティングサービスは、2018年10
月１日に合併し、商号を株式会社ステラスといたしました。
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（5）主要な事業内容
　

事 業 内 容 主 要 製 品

システムソリューションサービス事業 システム開発、システムサービス、システムプロダクト

不 動 産 賃 貸 事 業 不動産賃貸・管理

　
（6）主要な事業所

　

当 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区

大 阪 支 社 大 阪 府 大 阪 市 北 区

名 古 屋 支 社 愛 知 県 名 古 屋 市 西 区

福 岡 事 業 所 福 岡 県 福 岡 市 博 多 区

株式会社NSDビジネスイノベーション 本 社 東 京 都 千 代 田 区

株 式 会 社 ス テ ラ ス 本 社 東 京 都 千 代 田 区

株 式 会 社 Ｆ Ｓ Ｋ 本 社 福 島 県 い わ き 市

NSD International, Inc. 本 社 ア メ リ カ 合 衆 国 ニューヨーク州
ホワイトプレーンズ

日 本 RX テ ク ノ ロ ジ ー 株 式 会 社 本 社 東 京 都 千 代 田 区

成 都 仁 本 新 動 科 技 有 限 公 司 本 社 中 華 人 民 共 和 国 成 都 市

株式会社シェアホルダーズ・リレーションサービス 本 社 東 京 都 千 代 田 区

株式会社NSDリアルエステートサービス 本 社 東 京 都 千 代 田 区
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（7）従業員の状況
① 企業集団の従業員の状況

　

従 業 員 数 前 年 度 末 比 増 減

3,428名 49名増
　

（注） 上記従業員数には、グループ外から当社グループへの出向者を含み、従業員兼務役員及び当社グループ
からグループ外への出向者を含んでおりません。

② 当社の従業員の状況
　

従 業 員 数 前年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

3,003名 28名増 38.6歳 14.3年
　

（注） 上記従業員数には、社外から当社への出向者を含み、従業員兼務役員及び当社から社外への出向者を含
んでおりません。

（8）資金調達の状況
該当事項はございません。

（9）主要な借入先の状況
該当事項はございません。

(10）設備投資等の状況
当年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は、314百万円でありま
す。なお、所要資金は自己資金を充当いたしました。
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2. 会社の株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 200,000,000株
（2）発行済株式の総数 47,172,160株
（3）株主数 19,243名
（4）大株主（上位10名）

　

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行 株 式 会 社 4,057千株 9.80％

I P C 株 式 会 社 3,124 7.55

野 村 信 託 銀 行 株 式 会 社 2,242 5.42

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 2,187 5.28

有 限 会 社 K D ア ソ シ エ イ ツ 1,650 3.99

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 1,471 3.55

N S D 従 業 員 持 株 会 1,260 3.04

橋 田 麗 子 1,232 2.98

JP MORGAN CHASE BANK 1,083 2.62

R B C I S T 1,083 2.62
　

（注）1. 千株未満は切り捨てて表示しております。
2. 持株比率は自己株式（5,768,424株）を控除して算出し、小数点以下３桁目を四捨五入して表示し
ております。
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（5）その他株式に関する重要な事項
①自己株式の取得
会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、取締役会の決議により以下の
とおり自己株式を取得いたしました。
(ア) 第１回
取得期間 ： 2018年5月11日～2018年６月22日
取得した株式の総数 ： 414,000株
株式の取得価額の総額 ： 999,847,700円

(イ) 第２回
取得期間 ： 2018年11月1日～2018年12月10日
取得した株式の総数 ： 211,700株
株式の取得価額の総額 ： 499,853,900円

(ウ) 第３回
取得期間 ： 2019年2月1日～2019年2月22日
取得した株式の総数 ： 205,000株
株式の取得価額の総額 ： 499,939,200円

（注）１．第１回につきましては、2018年5月10日開催の取締役会決議（取得期間：2018年5月
11日～2018年6月22日、取得しうる株式の総数：460千株（上限）、株式の取得価額の
総額：10億円（上限））による自己株式取得です。

２．第２回につきましては、2018年10月31日開催の取締役会決議（取得期間：2018年11
月1日～2018年12月14日、取得しうる株式の総数：230千株（上限）、株式の取得価額
の総額：5億円（上限））による自己株式取得です。

３．第３回につきましては、2019年1月30日開催の取締役会決議（取得期間：2019年1月
31日～2019年2月28日、取得しうる株式の総数：230千株（上限）、株式の取得価額の
総額： 5億円（上限））による自己株式取得です。
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3. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人
　
（2）責任限定契約の内容の概要

該当事項はございません。

（3）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 46,200千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の
合計額 46,200千円

　

（注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬
等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査役会は、会計監査人の過年度の職務執行状況、監査計画と実績の差異等を確認し、当事業年度
の監査計画の内容、監査時間及び報酬額の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等は妥当と判断
し、会社法第399条第１項の同意を行っております。

　
（4）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要があると判断した
場合は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は当該決定に基づ
き当該議案を株主総会の会議の目的とすることといたします。
また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認
められ、かつ改善の見込みがないと判断した場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人
を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主
総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任理由を報告いたします。
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4. 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題と位置づけており、連結配当性
向40％以上の配当を継続するとともに業績や株価動向などを総合的に判断し、積極的な利
益還元を実施することを基本方針としております。
また、成長力を強化し企業価値の増大を図るために、利益の一部を留保し、既存事業の一
層の強化や新規事業・新技術領域等での新たな成長機会追求のための投資、M&A・アライ
アンス構築の資金などへ充当してまいります。
当年度の配当につきましては、業績など総合的に検討いたしました結果、株主の皆様の日
頃のご支援にお応えすべく、取締役会決議により１株当たり期末配当金として、2018年10
月31日公表の57円から1株当たり3円増配（前期末配当金の52円から8円増配）し、年間
60円とさせていただきました。

次年度の配当につきましては、創立50周年を記念し、第2四半期末に1株当たり28円の記
念配当及び期末配当金として3円増配した1株当たり63円の普通配当をあわせ、計91円の年
間配当を予定しております。

（ご参考）
コーポレート・ガバナンス体制
（1）基本的な考え方

当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、「経営理念」・「経営の基本
方針」に基づき、意思決定の迅速化、経営責任の明確化、コンプライアンス体制の充実・強
化及び適時・適切な情報開示などを通して、株主・投資家の皆様等の信任を得ることであり
ます。確固たるコーポレート・ガバナンス体制は、適正な利益を確保し継続的な企業価値の
増大を図る基盤であると考えております。

（2）コーポレート・ガバナンス体制の概要
当社は、監査役制度を採用しており、会社の機関としては、株主総会及び取締役のほか、

取締役会、監査役、監査役会、会計監査人を置き、その他、ガバナンス委員会、経営会議、
業務執行会議及び各種委員会を設置しております。なお、当社は、社外取締役２名及び社外
監査役２名の計４名の独立役員により、社外からの客観的・中立的な経営監視の機能を図る
体制をとっております。

宝印刷株式会社 2019年05月18日 14時24分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 13 ―

取締役会は、経営の重要な意思決定を行うため月１回以上開催しております。また、取締
役会の諮問機関として、ガバナンス委員会を設置し、取締役・監査役の選解任や取締役報酬
等に係る決定の公正性・透明性・客観性を確保しております。監査役会は、監査方針及び各
監査役の職務分担を決定し、取締役の職務執行状況や内部統制システムの整備・運用状況に
対する各監査役の監査結果を協議するため、定例的に開催しております。経営会議は、重要
な経営課題を審議するために原則として月２回開催しております。業務執行会議は、業務執
行に係る重要事項を審議するために原則として月１回開催しております。また、「経営の意
思決定及び監督機能」と「業務執行」を分離するため、執行役員制度を導入し、取締役会の
監督機能の強化と執行役員による、より機動的な業務執行を図っております。

各種委員会としては、リスク・マネジメント委員会、コンプライアンス委員会、情報セキ
ュリティ委員会を設置しております。リスク・マネジメント委員会は、委員長を代表取締役
社長とし、委員は内部統制担当役員を含む関連役員・部室長で構成しております。同委員会
は、全社的リスク管理の遂行を目的としております。コンプライアンス委員会は、委員長を
代表取締役社長とし、委員は関連役員・部室長で構成しております。同委員会は、コンプラ
イアンス違反への対応や未然防止策の審議を担当しております。情報セキュリティ委員会
は、関連役員・部室長を中心に委員を構成しております。同委員会は、全社的なセキュリテ
ィ対策を担当、情報セキュリティポリシー等の規定策定を担っております。なお、コンプラ
イアンス啓蒙・教育活動及び情報セキュリティ研修については、担当部署により実施してお
ります。

会計監査人につきましては、有限責任あずさ監査法人を選任しております。会計監査人と
は通常の会計監査に加えて重要な会計的課題についても適宜、意見交換をしております。
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株主総会

取締役会

ガバナンス委員会

代表取締役社長 リスク・マネジメント委員会

監査室

グループ会社

コンプライアンス委員会

情報セキュリティ委員会

経営会議

業務執行会議

執行役員

当社各部門

経
営
・
監
督

業
務
執
行

監査役（会） 会計監査人

選解任 選解任

監査 監査

監査

選解任

（3）コーポレート・ガバナンス体制図

（注）ガバナンス委員会は、取締役会における意思決定について公正性・透明性・客観性を確保し、コー
ポレート・ガバナンスの充実を図ることを目的に設置された取締役会の諮問機関です。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在）

（単位：千円）
　

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 35,819,813 流 動 負 債 7,701,773
現 金 及 び 預 金 22,817,588 買 掛 金 2,649,487
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 12,362,586 未 払 法 人 税 等 1,647,372
リース債権及びリース投資資産 85,273 賞 与 引 当 金 415,864
商 品 及 び 製 品 195,408 株 主 優 待 引 当 金 58,371
仕 掛 品 1,356 受 注 損 失 引 当 金 10,640
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 4,548 そ の 他 2,920,038
そ の 他 379,485 固 定 負 債 830,544
貸 倒 引 当 金 △26,433 退 職 給 付 に 係 る 負 債 777,524
固 定 資 産 20,058,303 そ の 他 53,020
有 形 固 定 資 産 8,227,449 負 債 合 計 8,532,318
建 物 及 び 構 築 物 3,220,044 純 資 産 の 部
土 地 4,767,601 株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
土 地 再 評 価 差 額 金
為 替 換 算 調 整 勘 定
退職給付に係る調整累計額
非 支 配 株 主 持 分

48,589,388
7,205,864
6,791,220
43,563,345
△8,971,042
△1,690,564
371,053

△1,005,325
241,116

△1,297,407
446,974

そ の 他 239,804
無 形 固 定 資 産 2,372,184
ソ フ ト ウ エ ア 510,206
の れ ん 1,840,914
そ の 他 21,063
投 資 そ の 他 の 資 産 9,458,669
投 資 有 価 証 券 5,859,734
退 職 給 付 に 係 る 資 産 1,929,746
繰 延 税 金 資 産 673,612
そ の 他 996,338
貸 倒 引 当 金 △763 純 資 産 合 計 47,345,798
資 産 合 計 55,878,117 負 債 純 資 産 合 計 55,878,117
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連 結 損 益 計 算 書

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 61,944,816
売 上 原 価 48,780,213
売 上 総 利 益 13,164,603

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,509,842
営 業 利 益 8,654,760

営 業 外 収 益
受 取 利 息 4,390
受 取 配 当 金 27,868
保 険 配 当 金 115,864
そ の 他 28,704 176,827

営 業 外 費 用
支 払 補 償 費 16,008
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 34,645
為 替 差 損 9,343
そ の 他 15,447 75,443
経 常 利 益 8,756,144

特 別 利 益
ゴ ル フ 会 員 権 売 却 益 866
固 定 資 産 売 却 益 334
投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,873 3,074

特 別 損 失
関 係 会 社 出 資 金 評 価 損 16,190
持 分 変 動 損 失 10,695
減 損 損 失 56,549
そ の 他 653 84,089
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 8,675,128
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,690,475
法 人 税 等 調 整 額 135,793 2,826,268
当 期 純 利 益 5,848,860
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 31,745
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 5,817,114
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貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在）

（単位：千円）
　

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 及 び 備 品
土 地
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
敷 金 及 び 保 証 金
入 会 金
前 払 年 金 費 用
投 資 不 動 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

29,793,302
18,384,446

26,924
10,443,842

19,379
372

194,620
891,338
△167,624
24,633,641
552,743
359,623
25,157
14,532
120,789
32,639
303,182
282,332
20,850

23,777,715
1,692,832
10,340,888

50,601
637,242
169,159
3,516,050
7,294,343
234,263
△157,664

流 動 負 債 6,236,963
買 掛 金 2,038,923
未 払 金 945,626
未 払 費 用 50,322
未 払 法 人 税 等 1,513,461
未 払 消 費 税 等 351,367
前 受 金 89,567
預 り 金 777,052
賞 与 引 当 金 342,328
株 主 優 待 引 当 金 58,371
そ の 他 69,943
固 定 負 債 602,364
退 職 給 付 引 当 金 397,311
繰 延 税 金 負 債 128,601
そ の 他 76,450
負 債 合 計 6,839,327

純 資 産 の 部
株 主 資 本 48,251,437
資 本 金 7,205,864
資 本 剰 余 金 6,892,281
資 本 準 備 金 6,892,184
そ の 他 資 本 剰 余 金 97
利 益 剰 余 金 43,124,333
利 益 準 備 金 419,999
そ の 他 利 益 剰 余 金 42,704,333
別 途 積 立 金 15,280,000
繰 越 利 益 剰 余 金 27,424,333

自 己 株 式 △8,971,042
評 価 ・ 換 算 差 額 等 △663,820
その他有価証券評価差額金 341,504
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,005,325
純 資 産 合 計 47,587,616

資 産 合 計 54,426,943 負 債 純 資 産 合 計 54,426,943
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損 益 計 算 書

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 53,930,117
売 上 原 価 43,114,612
売 上 総 利 益 10,815,504

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,892,121
営 業 利 益 7,923,382

営 業 外 収 益
受 取 利 息 ・ 配 当 金 468,936
有 価 証 券 利 息 2,520
保 険 配 当 金 107,420
為 替 差 益 10,831
受 取 家 賃 265,998
雑 収 入 30,130 885,837

営 業 外 費 用
関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 54,487
賃 貸 原 価 170,695
雑 損 失 26,217 251,400
経 常 利 益 8,557,820

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,873
そ の 他 866 2,739

特 別 損 失
減 損 損 失 1,674
投 資 有 価 証 券 売 却 損 653 2,328
税 引 前 当 期 純 利 益 8,558,231
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,395,000
法 人 税 等 調 整 額 188,863 2,583,863
当 期 純 利 益 5,974,368
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2019年５月16日
株式会社NSD
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 本 哲 也 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 貝 塚 真 聡 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社NSDの2018年４月１日
から2019年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連
結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制
を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ
れに基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有
効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関
連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法
並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討
することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、株式会社NSD及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書
類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2019年５月16日
株式会社NSD
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 本 哲 也 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 貝 塚 真 聡 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社NSDの2018年４
月１日から2019年３月31日までの第50期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行
った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬
による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経
営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及
びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般
に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に
計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計
算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され
る。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査
法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算
書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評
価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書
当監査役会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第50期事業年度の取締役の

職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結

果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査
の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社
及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社
については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要
に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を
確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定め
る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体
制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし
た。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われる
ことを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査
に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並び
に連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結
注記表）について検討いたしました。
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2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2019年５月17日
株式会社NSD 監査役会

常勤監査役 近 藤 潔 ㊞
監 査 役（社外監査役） 小 田 晉 吾 ㊞
監 査 役（社外監査役） 川 島 貴 志 ㊞

以 上
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〈メ モ 欄〉
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